
（個人蔵） 

俳句結社「桔槹吟社」創立１００年を祝して 

（当館蔵） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

    第８号 

令和４年１月号 

牡
丹
の
行
灯
づ
く
り 

テ
ー
マ
展 

虚
子
と
碧
梧
桐 

須
賀
川
と
碧
梧
桐 

明
治
二
十
六
年
、
正
岡
子
規

が
芭
蕉
の
足
跡
を
慕
っ
て
、

須
賀
川
を
訪
れ
、
道
山

み
ち
や
ま

壮
山

そ
う
ざ
ん

宅
を
訪
ね
て
い
ま
す
。
同
じ

く
河
東
碧
梧
桐
は
、
明
治
三

十
九
年
に
「
三
千
里
」
の
旅
程

で
福
島
を
訪
れ
、
壮
山
宅
を

訪
ね
ま
す
。
こ
の
夜
は
、
勝
誓

寺
の
岡
部
句

お

か

べ

く

童 ど
う(

宗
城)

宅
に

郡
山
の
同
人
と
泊
ま
り
ま
し

た
。 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

軒の栗公園 等躬の庭 

長松院 可伸庵跡 

須
賀
川
俳
壇
を
支
え
て
き
た
桔
槹
吟
社
は
、
長
き
に
わ
た

り
、
中
央
俳
壇
の
俳
人
を
招
き
、
交
流
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

 

そ
の
縁
で
現
在
ま
で
に
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
多
く
の
俳
人

の
貴
重
な
作
品
約
４
０
点
と
関
連
資
料
を
「
四
季
」
と
い
う

視
点
か
ら
紹
介
し
ま
す
。 

主
な
出
品
作
家 

 

青
柳
志
解
樹
・
岡
本
眸
・
片
山
由
美
子
・
神
野
紗
季 

 

岸
本
尚
樹
・
高
野
ム
ツ
オ
・
照
井
翠
・
原
和
子 

 

正
木
ゆ
う
子
・
矢
島
渚
男
・
山
田
み
づ
え 

春を彩る 

人形たち 

河

東

か
わ
ひ
が
し

碧 へ
き

梧
桐

ご

と

う

と
高
浜

た
か
は
ま

虚
子

き

ょ

し

は
と
も
に
愛
媛
県

松
山
市
の
出
身
。
近
代
俳
句
の
革
新
者
正
岡

ま
さ
お
か

子
規

し

き

の
後
輩
に
当
た
り
ま
す
。
二
人
は
子
規
の

俳
論
で
激
賞
さ
れ
、
若
手
俳
人
と
し
て
有
名
に

な
り
ま
す
が
、
大
き
く
道
を
違
え
て
い
き
ま
す
。

 

 

同時 

開催 

句
幅 

山
茶
花
の
掃
き
あ
つ
め
あ
る
は
夥
し 

 
 

虚
子 

会期中の関連事業 

１００年を寿ぐ ～シリーズ連句の試み 

句
幅 

 
 

遠
山
に
日
の
当
り
た
る
枯
野
か
な 

 
 
 

虚
子 

（個人蔵） 

2/21 

まで 

柱 

中廻し（下） 

中廻し（上） 

柱 

天 

風帯 

掛緒 

地 

軸先 

一文字 

鐶 

掛
軸
の
部
位
名
称 

句
幅 

水
仙
に
水
さ
せ
ば
我
明
か
也 

 
 

 
 

碧
梧
桐 

 

画 

鴨
下
兆
湖 



 

 

 

  

  

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

ではな 

3/ 6(日) 

3/13(日) 

=
七
十
二
候=

 
東
風
凍

と
う
ふ
う
こ
お
り

を
解 と

く 

二
月
四
日
か
ら
八
日
ご
ろ 

北
風
が
ふ
っ
と
や
わ
ら
ぎ
、
川
や
湖
の 

氷
が
解
け
だ
し
、
ほ
の
か
に
春
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
る
風
を
東
風

こ

ち

と
い
い
ま
す
。 

 

 

言
の
葉 

俳
句
募
集 

 

福
ふ
く

茶
ち
ゃ 

 

正
月
や
節
分
の
日
に
縁
起

を
祝
っ
て
飲
む
お
茶
。 

茶
の
中
に
黒
豆
や
山
椒
、

梅
干
し
な
ど
を
い
れ
て 

煎
じ
ま
す
。 

立
春

り
っ
し
ゅ
ん 

は
じ
め
て 

春
の
き
ざ
し
が 

現
れ
て
く
る 

こ
ろ
で
す
。 

募
集
期
間 

通
年 

選 

句 

会 

年
２
回(

８
月 

２
月) 

部 
 
 

門 

一
般
の
部
・
子
ど
も
の
部 

学
校
の
部 

 
 

 

 
 

 
 

 第
二
回
選
句
会 

年
間
選
句
会 

 

１
／ 

（
月
）
で
す
。 

 

発
表
は
、
２
月
中
旬
を 

予
定
し
て
い
ま
す
。 

  

 

す
か
が
わ
大
人
塾  

 
 

第
三
回 

月
の
オ
ー
プ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

は
じ
め
て
の
茶
道 

こ
ど
も
和
文
化
塾  

 
 

第
三
回 

お
い
し
い
お
茶
の 

 

す
か
が
わ
俳
句
ラ
ボ  

 
 須

賀
川
高
校
と
須
賀
川
桐
陽
高
校
の
文

学
部
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。 

益
永
涼
子
安
積
黎
明
高
教
諭
を
講
師
に

「
冬
の
空
」「
鉛
筆
」「
冬
至
」「
自
由
題
」

に
添
っ
た
俳
句
を
詠
み
、
俳
句
甲
子
園

の
模
擬
形
式
で
発
表
す
る
句
に
対
し
て

１
分
間
ア
ピ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。 

ア
ピ
ー
ル
賞 

須
賀
川
高
校  

 

鈴
木
乃
愛 

 

最
優
秀
句 

鉛
筆
で
机
を
小
突
く
寒
夜
か
な 

須
賀
川
桐
陽
高
校 

伊
藤
穂
乃
花 

 

12/12(日) 

3/ 3(木) 

3/17(木) 

講
師 

 
 

柳
沼
宗
文
先
生 

藤
田
宗
美
先
生 

（
須
賀
川
茶
道
連
合
会 

 
 

 

表
千
家
） 

） 

      

講
師 

 
 

平
尾
貴
園
先
生 

（
須
賀
川
茶
道
連
合
会 

 
 

 
 

 
 

煎
茶
道
方
円
流
） 

） 

      

2021 

今しか詠めない 

十七音をつくり合い、 

競い合う。ときめく 

一句との出会いが 

ありました。 

 

 

だ
ん
ご
さ
し 

す
か
が
わ
昔
話
の
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、 

南
瓜
、
よ
も
ぎ
、
ビ
ー
ツ
で
色
づ
け
た
団
子
を

丸
め
て
、
季
節
の
和
文
化
に
親
し
み
ま
し
た
。 

相
手
や
も
の
を 

大
切
に
想
う
こ
と
、
敬
う
こ
と
、 

穏
や
か
で
あ
る
こ
と
。 

お
茶
の
魅
力
に
触
れ
、
た
の
し
く

抹
茶
を
い
た
だ
く 

は
じ
め
て
の
方
の 

た
め
の
教
室
で
す
。 

 

親
子
で
お
い
し
い 

お
茶(

煎

茶

せ
ん
ち
ゃ

・
玉

露

ぎ
ょ
く
ろ) 

と
お
菓
子
を
た
の
し
く 

い
た
だ
き
ま
せ
ん
か
？ 

飲
み
方
教
室 

参加費 

500 円 

参加費 1 人 

500 円 

風
流
の
は
じ
め
館
か
わ
ら
版 

第
８
号 

 
 

 

編
集
・
発
行
／
須
賀
川
市
風
流
の
は
じ
め
館 

 

〒
９
６
２
―
０
８
３
２ 

福
島
県
須
賀
川
市
本
町
８
１
番
地
４ 

電
話
０
２
４
８(

７
２)

１
２
１
２ 

３１ 

館
内
は
、
季
節
に
合
わ
せ
、
俳
句
、 

短
歌
、
絵
画
、
書
、
絵
手
紙
、
つ
る 

し
飾
り
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

稲田絵手紙クラブ季風会・岩瀬書芸連盟・絵てがみ

あやめ会・桔槹吟社・須賀川川柳会・須賀川短歌会・

須賀川美術協会・須賀川高校・清陵情報高校・須賀

川桐陽高校             （五十音順） 

ご協力団体と高等学校 

 


